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課外活動におけるスポーツ教育の現状と課題
北海道女子短期大学陸上競技部の指導をとおして
The Present Situation and Problems of Sports in the Extracuricular Activities 
一一Concerningwith the Coaching of the Track and Field Events in the Hokkaido 
Girls' Junior Colege －一
布上恭 子
Kyoko Nunogami 
i立 じ め
北海道女子短期大学陸上競技部は， 保健体育科設立の時よ り10年の歴史を もつものであ
る。 10年間の指導を通し，最近， 時代の背景の変化とあいま って，選手の質的要素も大き
く変化していることに気づき，同じような指導方針ではすすめないように感んじている。
最近よ くいわれる「根性がない」 「目的意識が弱い」 「無気力 ・無感動」 など，いろい
ろな言葉で表現されるそれぞれに思いあたると乙ろが多い。逆に， 「積極的な批判力」と
「無鉄砲なほどの行動力」も自につく。 この社会l乙住むのは学生ばかりではなく ，指導者
も同じ状態にあるわけで，その中で指導者自身もかなり変化してきている ことはいなめな
い事実であろ う。しかし， それにしても，スポーッ を通して彼等に何を与えるべきかの目
的を明確にし，社会状勢にかんがみて実施されるべきものであると考える。そ乙で10年間
の指導を通してスポーツの部活動について分析し，今後のスポーツ教育の占める役割を追
求すべく論をすすめたい。
H 論 議
1. スポーツと体育の関連
最近の日本におけるスポーツに対する関心度は，非常に高いといわれる。 しかし， スポ
ーッ人口の増大も，見るスポーツ人口が多く，更にプロスポーツに興味をもっ人が多いの
も事実である。全ゆる体力不足や運動不足の問題を，ただスポーッするこ とにより解決し
ようとする安易な考え方をさせないためにも，スポーッを正しく理解する必要があ りそう
だ。カール ・ディーム氏によれば，近代スポーツは屋外で行われると乙ろの喜びに満ちた
体力による行為であると定義している。 しかし， 匡内でのスポーッが多くな り， 以前には
屋外で行なわれていたスポーッが屋内で行なわれるよ うになったものもあるところから，
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「スポーツは屋外で行伝われるもの」とすると乙 ろに意義がありそうだ。自然の中で太陽
光線をあびての活動であることが，人間回復にも役立つ自然な行為であると考える。 また，
楽しい遊びがスポーツであるといわれるところから，当然喜びに満ちたものでとfければな
らない。更に今まで，スポーツが体力を必要としない遊びをも含めていた広義な考え万か
ら，体力ぞ必要とする活発な活動であると考えるように変って来たので，カール・ディー
ム氏の 「スポーッとは，スポーツと名づけた遊戯である。肉体スポーツと名づけることが
できる。」 と述べるに至るのである。従ってスポーツは， 遊戯性をもつものであるが，遊
戯とスポーッの相違点として佐藤氏によれば，（1）規則が明白に行使される。（2）計画に基づ
いて行伝う 。（3）競技の形態がとられる 乙とが多いとい うζ とで区別されるであろう。そし
てスポーツの面白さは「規則があるから」 「計画があるからj 「競技するから 」などによ
り追求する乙とにありそうだ。また，スポーツを行なうといっても， 軽度に行ない快感を
得， 生活を豊かにしていこうとする者と高度な技術を求めて行ない， その中lζ楽しみを求
めようとする者とにより扱い万が異なってくる。しかし，いずれも自然や自己の身体（精
神と肉体） とのたたかいであり，全ゆる科学の力をかり で努力を積み重ね，自己の目標lと
向って活動する行為である。
体育は教育における体育科の目標をめざして教育する場である。その体育の教材は，体
操・ スポーッ・ダンス と分類さ れ， スポーツ教材の占める割合は大きい。 そのためか小笠
原氏の述べる如く，世間一般では 「体育」と 「スポーッ」との区別さえはっきり識別され
ていない。 乙のような認識不足や体育の真義についての認識不足が体育を伸ばしえない理
由の一つであり，体育家たちの努力しなければならないとこ ろである。 スポーッはもとも
と自由な活動で体育が求めるほど教育的なものばかりではない。栗本氏はスポーツ自体に
果して倫理性があるのかどうかとさ え提案している。また小笠原氏は，スポーツには体育
的意義と価値の他にスポーツ自体の本来の意義と価値があると述べ， 扱い方lとより人格形
成に役立つ 乙とを共lと述べてはいるがその点を把握する必要があ る。しかし，スポーツを
実施する上には，Jレー Jレを通して制約を受けた り，公正さを学んだり ，社会性を培うこと
ができた り， 所属するスポーッ集団より人間関係を通し社会性を学んだり， 全ゆる努力傾
倒により自己を高めていき，更には技術面や体力面の向上をねがうことにより追求心を養
うなど教育的要素は多し、。これら の要素を教育的に使うか否かはその指導如伺によ るもの
であり，今日の体育とスポーツにおけ る大きな課題である。 スポーツと体育は密接な関係
をもつが，スポーッはスポーツ，体育は体育であって決して同ーのものではない。
スポーツは体育のために大いに役立つものであるが，それが教育的な意図によって組織
され教育的に行なわれる時にはじめて真に体育のために役立つのであっ て，ただスポーツ
を行ないさえすれば必らず常にそれが体育となるというわけのも のではないとい う小笠原
氏の言のとおり である。勿論その上K，スポーッの種目lとよ り，個々人民好適であ るか否
かの相違があること も考慮されねばならないも のである。 例えば，（1)強健な身体を養うと
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ともに旺盛な気力与を育て体力の向上を図る，（2）運動をとおして積極的に運動を実践する習
慣を育て， 生活を健全にして明るくする態度や能力を養う，（3）公正な態度を養伝い，進ん
で規則を守 り，互に協力し責任を果たすなどの態度を養う，（4）生活における体操・スポー
ツ・ダンスのいみを理解させ，運動を合理的に行なう能力や態度を養うなどを体育の目標
としているが，教材の中のスポー ッに頼ってこれらの目標が果して確実に達成でき るか否
かは疑問である。 スポーツが学校体育の重要な教材として，あま りに教育的に扱われるに
つけ 「スポーッ好きの体育嫌らしリ ができつつあるともいわれると ζろから，スポーツの
もつレクリェーショ ン的性格を大切にもし，スポーツを もって人間性を開発することを目
的に考えねばならないわけである。
近藤氏が，ス ポーツの実存的構造の中で，スポーツには互に相反する傾向のあること を
示唆し， スポーッには偶然性と必然性，闘争性と協同性，娯楽性と厳粛性，自由性と規定
性， 原始性と近代性などのように相反する要素があり，扱い方lとより相反する結果を招く
と述べている。スポーツlとより，健康や体力の保持増進をさせ，す ぐれた技術と好ましい
精神性、身につけさせることはあるが，逆にまた生命や健康を害するよう な猛練習や不節
制， また行動の粗野乱暴なこと， スポーツの場と生活の場の切り 変えができずに人生にお
いて転落の危機をはらんでいる ζと，またスポーツによる過信な ど矛盾する ことが起こり
うる様相を呈していることも忘れではならない。以上の如き，それぞれ相反する両面をも
っスポーッをいかにして人間性開発のために，体育の目標に向って行なうことができるの
か。また， 技術追求のあまり， 本来のスポーツの精神から逸脱し，ますます一部の者の も
のとな り， 一方では単なる遊戯として扱 う乙とにより低俗化していくことの両極端にある
スポーッを同義語に扱うわけにはL、かない。スポーッすることの意義を根本より 考え治さ
ねばならない時が来ているようだ。在国氏は，スポーッの もつ弊害が公害に近いほどまで
にいろいろな形で派生しつづけてきたこ とを卒直に認めざるを得ないと述べているが，ま
さしくその感が強くみられる昨今の事態を全ゆる点、より追求し， スポーツを教材として活
用する以上は，その両極lとみられる要素を極めた上で場面分析し，各場面でどのような ζ
とが学ばれるのかの下位目標を設定し追求しなければ，スポーッ教材を もって体育の目標
を達成する乙とはできないと考える。
スポーツ教材は，児童 ・生徒に興味を もたれるもので，自然活動であり，体力づく りに
つながり， 社会適応に役立つ場面を多く経験することができ，情緒を安定させ， ルールや
マナーを通し道徳性画養にも役立ち，多くは競技形式をとるので人聞の欲求を満足させる
場が多いことなどがあげられ，体育の目標を達成するにふさわしい素材である乙とは考え
られる。 しかし， 佐藤氏が「スポーツはその性質上，あくまで個人の自発的な自然運動で
興味に富み，熱中する性質があるため，学校で管理を恵ったり，スポーツマ ンが単なる身
体運動として行なう乙とは，肉体的発達だけにとどま って重要な社会的性格の形成を見失
う乙とにもなりかねない。」と述べているが如く ，体育活動の中で自主的と称して放任の
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ような授業を行なったり，部活動において勝利にのみ重点をおいた指導をする乙とにより
確かに知性に欠けたみせかけの道徳心やスポーツマンシップをひけらかす人聞にもなりか
ねない。スポーツと体育との関連は，人づくりの面で深く密接なつながりがある。スポー
ツにひそむ欠点、に陥らないように，スポーッの教育的要素を充分に下位分析して，体育と
しての立場で行なうことが乙れからのスポーッの発展にもつながることであり，また人々
がスポーッする乙との意義を認めるようにもなると考える。
2. 課外における運動部活動の意義
放課後の，いわゆる課外活動としての運動部の活動の現状を把握し，運動部活動の意義
を確め，特に現代の学生に必要な部活動を高めていく必要があるのではないか。スポーツ
と人間形成を問題lとする時，合わせてスポーッ集団を考察しなければならない。特に日本
における運動部の伝統性については，とかく種々の問題をはらんで話題となる乙とが多い。
一般的に運動部に所属した人は人間関係で問題をおこさないといわれる。スポーツマン的
性格としての物事に乙だわらないということが人間関係を悪くしない理由の一つにあげら
れるかもしれないが，運動部の経験を通して社会生活にプラスになることを多く学び得る
ことは確かであろう。
学校における運動部は，そ乙 lと教育的意義を当然もつものであり，勝つための健康を無
視した片寄った指導が成される乙とは人間形成を目的にした部活動にはならない。教育的
意義というからには，そ乙に人格形成の問題が中心に考えられねばならないわけである。
当然スポーッの陶治であるから技術をみがき，運動を通して身体発達にも寄与するわけで
あるが，そこに身体運動を通しての教育を考えねばならないわけである。課外における運
動部の活動は 自主的参加であり，他から強制されるものではない。自由意志で入部し，そ
の中で自由に自己訓練をやりたいだけやればよいわけである。しかし部活動の中に自由と
自己表現を求めたとしても他人とのかかわり合いで行なわねばならないので，他人とのか
かわり合いの中で集団行動を通しての経験を学ぶことになる。そして部活動では，部とし
ての目標ができ，規範が生まれることにより相互に目標達成のために協力しなければなら
ないことになる。しかし部の目標が果して個の目標につながるか否かは個人によって異な
り，また部の規範においても相互の意志を通して決められたものであっても事と場合lとよ
り個人にとっては耐えがたい規範となることも考えられる。そして集団に所属し，乙の目
的に向い規範に従って行動することにより自己犠牲を強いられることになる。運動部にお
ける規範遵守の精神，目標に向って全てを犠牲にして進む精神から生まれる考え，部風と
か伝統などにより絶対的専制的権力主義がし、かにもよくまとまった礼儀正しい伝統ある部
と尊ばれていく傾向がみられることは我々のよく経験することであり，またよく話題にも
なり議論される乙とである。確かに部としてのまとまりをもち，目標を達成するためには，
また人聞が集団の中で人間関係を学ぶためには，目標があり規範がある中で自己犠牲を経
験することが必要であり，個にとってはその経験が自己陶冶となるものである。しかしス
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ポーッが教育的な要素を多くもっていながらそれ自体相反する要素も多く もち，更に指導
如何によりその教育的要素すらよい方向に向かわないことがあるように，集団の目標と規
範の遵守にもその進め方如何により個性を埋没させた単に服従的人聞を育成し，あら ゆる
事に反骨精神も全く起さず，事を進めるに当っては人の成すまま疑問すら感んじない人聞
をつくりあげていってしまわないか。スポーッによる創造性というが，運動部（特に学生
にその自治をまかせられた運動部）の練習には，今だに旧態依然たるトレーニングを何ん
の疑問もなく上級生の指示のもと全く当然のようにすすめられているのをよくみかける。
そのような活動の中に創造性が生まれて乙ょうはずもない。また権力意識，権威意識が強
いのか，上級生絶対服従の精神は中学校でも僅か 1年違うだけですでに相互に感んじとっ
ているようだ。先輩を尊敬し親愛の情をもつものであれば，それは教師lζ対する尊敬の念
の表現や思いやりとなって現われそうであるがそれは上級生との関係でのみ強いのも疑問
を抱く 。自己に直接影響ある人間関係のみを大切にし，その根本の精神を学ぶことができ
ないとしたら，本当の意味の人間関係を学んだ乙とにはならない。 只先輩である乙とだけ
で「先輩」として一見尊敬し服従しているかのように見受けることがある。 教官の指導よ
りも誤っていても先輩の指導どお りに成される奇妙な事態を見聞きする。部活動において
は練習や試合の場面での集団意識としてのもり上りや人間関係の学習より，部員としての
生活の仕方の中に多 く部からの影響を受けていくようである。私生活の面においですら先
輩に従つての生活をする中で先輩に可愛がられ物を考えず，只人の意志どおりに動く人聞
に変えられてしまうことがある。部内での感情的な面の葛藤が激しいと，精神的に弱い人
はその中で住み易いように人の意志どおりになる人聞に変ってしまう乙とがある。そして
先輩にはきちんと挨拶をしても，他の人lては挨拶がまと もにできないなど節操礼儀の本質
をわきまえていないことも多くみられる。人との結びつきは，相互に精神的な面でのつな
がりができ，互に信頼し依存し合うことで成されるものであるとするならば，運動部での
人との結びつきは生活は勿論の乙と，試合の場面での協力，部運営面での役割分担など全
ゆる場面を通して互の意志をかため，相EIと精神的交流をもち睦みあい，人間としての愛
情を示し合い，単なる運動場面だけの結合ではなく ，精神的な面の強いつながりを持たせ
ることが大切である。このようにスポーッ集団においては，（1)目的をもってその目的に向
ってっき進む。（2）規範遵守の生活の中から，き まりを守ることを学ぶ。（3）協力の精神が身
につく 。（4）目上の者に対する思いやり 尊敬の念をもっ。 （5）部内での役割分担を通し責任感
を学ぶなどを獲得すべく指導されるべきである。しかし上述の事柄については，運動部の
みならず他の文化系の部活動でも，また目的をもった組織づくりには欠かせぬ要素であ り，
どこでも学び得る ものである。そこにスポーツ活動が介在するか否かによ りどのような違
いがあるかが問題である。 スポー ツ活動においては目的に向って進むためには，その目的
が高ければ高いほど相当に部員の行動を規制したり肉体を酷使しなければな らない。肉体
を酷使することにより高まる精神の緊張感については誰しもが日常生活の中でも多く経験
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することであり，適度な緊張感はほどよいスト レス となり， 意欲的な生活となりうるもの
であるが，オリ ンピック入賞目指しての肉体酷使lとより精神的に過重な圧迫が加わ り自殺
をした円谷選手の例などは，反省しなければならない事例であろう。また規範遵守の精神
については，スポーツは肉体のトレーニングが必要で、あるためたゆまず努力をしなければ
ならないという厳しさがあるために，規範についても当然厳しいも のを要求するようにな
る。従って このことから極端に一般社会では考えられないような厳しい規範を守り通す乙
とに一つの満足感を持つようになったりする。更に所属する運動部の目的遂行のためには，
個人としてはかなりの犠牲を強いられる乙とが多L、。協力の精神は個人のある程度の犠牲
が必要であるから，スポーツ活動が厳しくなるにつれて個々人に対する犠牲もかな り強い
られるようになる。それがしごきやリンチにもつながる危険性をはら んでいるのである。
乙のようにスポーツ集団においては，他の肉体活動を主としない部活動とは違って，全ゆ
る面で厳しく肉体的 ・精神的に相当の苦痛が伴なうものである。従ってそ乙で結びっく友
情や先輩に対する感情など情緒的な面でも相当に強いものがある。命を共にした という感
んじの戦友の結びつきに似ているものがある。そのために広い視野に立つての人間の評価
ではなく， 苦しく追いつめられた狭まい空間内での人聞の心的結びつきによる評価をする
ので，人間くさく また本能的であり，好き嫌らいの感覚だけでの評価による乙とも あるの
で， 一般社会から見た時に，何故あのような人を先輩としてあのよう にまで大切にしてい
るのかと不思議に思われる事態が起ってくる。スポーツの場と社会的な場の切り 変えがで
きうれば，スポーッの場であるから こそに許されるこ とであ るとしてそのよう な場経験は
必要であると考える。その切り変えができなければ盲目的先輩崇拝を したり，社会人とな
った時に感情的交友関係を もって人に裏切られた り，あるいは人に利用されスポーツマン
のお人好しといわれたり，スポーツ集団におけ る人間関係のようにう まくいかないことを
もって人間関係に対する白信を失ったりすることに もなりかねない。スポーツマンには，
人間とは誰とでも心からしっか り結びつかないと満足しないという感情がありそうだ。こ
れは運動部の中で互に深く見つめ合って過ごし，その中から友情を育てる経験をしている
ために誰とでもそ ζまで深めないと心が結ぴつかないと感んずるのではないかと思われる。
そのこと事態はすばらしい乙とではあっても，一般社会の中ではかえって人間関係で自分
が悩みをもつことにもなりかねなL、。しかしスポーツマン自体に問題があって人間関係を
悪くするような状態になることは少ないよ うである。 スポーツを通しての集団活動で是非
とも目的をもって意欲的に生活でき，社会のルールを犯す乙となく ，互に人と協力し，先
輩 ・友人などに心からの思いやりを示し，人を尊敬し，責任感のある誠実な人聞を育てた
いも のと考えている。
3. これからのスポーツ
スポーツは，その技術の高度化を問題lとするいわゆるチ ャンピオンスポーツ と， 各自の
意志lとより 高度な技術を必要としないいわゆる大衆的スポーツがあり，高度化と大衆化は
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逆相関関係にあるといわれている。スポーツの高度化に対する指導体制は各スポーツ団体
を中心にすすめられ，それなりの結果を得て進んでいるが，スポーッの大衆化の方は施設
拡充（学校開放も含め）がすすめられてはいるが，指導体制や大衆化のための方策はやや
遅れぎみの感がある。指導者が優れた選手を育成することのみに熱中すればそれだけ多く
のスポーッ愛好家を失うことにもなるだろう。学校体育においても一部に選手養成的気運
があり，またチャンピオンスポーツの指導のために学外で活躍していることで正課時の体
育の軽視がみられ，その乙とから大衆スポーツのひろまりが遅れる乙とも考えられる。卒
業後スポーッ活動をする者が，学校時代の運動経験の強度によることが多いところから，
是非学校体育においてスポーッを通して健康的な明るい生活を営むように指導される乙と
を望みたい。西独のゴールデンプランがよく大衆化の模範のようにいわれるが，進んで体
を動かすこと，それが明るい平和な市民生活のもとになるという自覚が大衆にすっかりし
みわたったといわれるが，日本の場合は施設が整っても充分な利用者がない現状も問題に
され， 実際に全国世論調査によれば「スポーツ，釣り，散歩」 「旅行， ドライブ，登山J
などの戸外での活動はそれぞれ 1割前後にすぎないといわれている。運動をしない理由に
ついての筆者の調査で「ひまがない」 「お金がない」 「施設がない」 「仲間がいないJ
「指導者がL、ない」ということがあげられていたので，婦人の健康美運動教室開設と同時
にそれらについて追跡調査奇しているが， 3年間の教室の実情からみて「施設があり」
「指導者があり j 「仲間があり」僅か週一度の活動であっても続けて実施している人は数
人である。 一時は70名になったが最近の平均数は40名である。指導者は 3人があたり， 30
代・40代・50代と対称の婦人達と同年令で，そして女性である。 2時間中希望lとよりコー
スを途中より 3コース陀分けその都度自己のその日の体調で選釈をさせる。全ゆる問題点
を検討しながら理想的な指導体制を考えながらすすめているつもりであるが，乙れだけの
条件がそろっても，生活の中に運動をとり入れ自己の健康のために運動を生活化していく
態度が生まれてくる人の数は少なく，運動の聞に運動の必要性など理論的な説明も入れな
がらすすめているが，学校体育においての体育の知識の指導が充分成されていない綾子が
うかがえる。乙の教室に通うことにより運動の必要性を感んじ， 実際lと生活の中lζ運動を
とり入れるように工夫をしている人は，やはり物を考えることができる人であり，ある程
度の学歴と関係があるように見受ける。生活の中に意識的に運動をとり入れ，活発な筋活
動より受けた刺激lとより，他の仕事の能率も上る乙とを我々はよく経験することであるが，
適度なその人に合った運動を生活の中に浸透させていく能力は知的なものである。乙の教
室へ通う婦人達のほとんどは，学校時代lとスポーツをあまりやらなかった，運動のあまり
得意でない人が多い。そしてこの教室で初めてスポーツのすばらしさ，運動する乙との必
要性を知り，たのしく運動する乙とができると喜ばれている。乙のようにスポーツに接す
る人々のタイプは，目的lと応じいろいろである。しかし技術の高度化グループも健康のた
めに行なうグループもともにスポーッ技術を高めるために練習をくりかえし行なっている。
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従ってそれぞれに見合った指導方法がなければならず，当然それぞれの目的K応じて指導
できる指導者の養成が望まれるわけである。社会体育が叫ばれ，それと ともに普及したマ
マさんバレーは， 全国大会まで開くに至り，種々の問題を提起している。参加者のほとん
どは経済的に も時間的にも余裕のある人で， 家族の理解も充分である。 しかし， 家事をす
て主婦としての生活を忘れての練習および試合の参加については，ママ さんノてレーを誤っ
た方向lζ進めているのではないかと問題lとされ，学生が授業を放棄してスポーッをしてい
るのと同じであるという 評価さえされている。大衆スポーツは， 高度化スポーツの程度や
レベルを下げたも のではない。学校において も多くの人が気軽にたのしめるスポーツの大
衆化と人間の最高技能に挑戦するスポーツの高度化の両面をよ く検討しなければならない。
スポーツの大衆化を軽視した り，特lζ学校におけるスポーッの高度化について特別視した
りするような ζとがあってはならえよL'o大衆スポーツ と高度化を目ざすチャンピオンスポ
ーッは，本質的に目的とすると乙ろが異なり，当然それぞれの運動の内容が異なるわけで
ある。チャンピオンスポーツでは通用しないルールがあって当然なのが大衆スポーツであ
り，それぞれの技能で充分たのしむことができれば国際ルールはどのように変えてもよい
はずである。変化lと富んだ多彩なプログラムのもとで好きなだけ自由に運動をたのしむの
である。 しかし大衆化と高度化の両方をねらうことができないわけでもない。それぞれ共
通点、は，スポーツの中に創造性を発見し， トレーニ ングの中での工夫にたのしみを覚え，
能力開発に目生えた時の喜びである。それぞれが自己の目的に向って，同ーの場所でトレ
ーニングをする ことは可能であり，スポーッ活動それ自体に対する興味と追求心があれば
その両面をねらうことは可能であろう。スポーツは誰のために行なうものでもなく， 自己
に内在する本能的欲求を表現する ものであり ，その活動をすることによ り満足をうるもの
である。従ってスポーツする 乙と自体にたのしみもあり ，そのことを通して生活の中の車
空を うめることができ， 更には生甲斐を感んずることができれば大衆スポーツ としては理
想的である。以上のよ うな大衆スポーツとチャンピオンスポーツに対する考えのもとに学
校体育の中で一生の見透しをもった体育指導，スポーツ指導が成されねばなら ない。
4. スポーツ教育の課題
その 1 北海道女子短期大学における課外活動としての運動部
本学における課外活動と しての運動部は僅かの学生を除いては，保健体育科の中の体育
を専攻している学生が中心で行なわれている。短大であるが放に，実技面での習得が足り
ないであろう との配慮と，部生活を通 し人間関係を学び人間形成に も役立てよ うと し，体
育専攻生は全員運動部における活動をするように指導している。運動部はバレーボール部，
バスケットボール部，陸上競技部，体操部，バ ドミン トン部，硬式庭球部，軟式庭球部，
創作舞踊部，卓E求部，剣道部であり，保健体育科設立の41年より活動を続けており，ソ フ
トボールについては51年に作成し未だ同好会の段階である。幸い熱心な指導陣に恵まれ，
中学 ・高校のよ うに勤務時間の問題で苦しむこともなく，指導者は自分の時聞をさき，自
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分さえ努力すれば指導時聞には制限はない。部活動を経験した者は社会生活の中で「まじ
め」 「努力家j 「純粋」 「礼儀正しい」などの評価を受ける乙と度々であるが，乙のこ と
は本学における部活動では指導者が熱心に指導し，学生自身の運営によることが少ない乙
とから，気を抜いたり，勝手な行動がとれない組織になっていることによるものとも思わ
れる。毎年卒業近くになり短大生活についてアンケートをとるが， 「とにかくきぴしかっ
た」の一語につきるのは第一期生より十期生まで同様である。しかしこの二年前より 「き
びしかったが有意義だった」というニュアンスのものから「一つのことしかできず残念だ
った。もっと自由に短大生活をたのしみたかった。 Jという意見が多い方向へと変ってき
ている。従って全ての試合が済んだ 2年目の11月頃より，まさしく自由をたのしんでいる。
3月頃には「太りすぎ」 「気力がなくなった」 「体力の劣えをヒシヒシと感んずるJなど
の感想を述べるが，実際に11月の時より体力測定の測定値lと大きな相違が出るほどに変る。
部活動であまりに厳しくスポーッ活動をし， スポーッが一時嫌らいになるようである。本
学の各運動部の構成者はほとんどが全道各地でのキャプテン経験者の集まりである。従っ
て互に能力もタイプも似かよったものであることは予想される。そのために新入生が落着
く6月頃までは種々の面で動揺が多い。集団としての落着きを見せるのは 7月頃となる。
各運動部は，それぞれ秋に集中している全国大会を目指して練習している。毎年各部とも
全国大会には出場しているが，全日本入賞はスキ一部と陸上競技部だけである。スキーに
ついては，まだ参加学生の少ない時のものであり，また冬のスポーッであると乙ろから条
件はよいが，陸上競技は短大でありながら大学に対抗する ことは非常にむずかしく 2年の
短期間では条件が不利である。しかしそんな中でこの10年間で，走巾挑優勝と 2位， 走高
跳 6位，五種競技5位， 400M リレー 6位の入賞をとっている。また北海道記録について
は， 400M, lOOMH, ZOOM H，円盤投，砲丸投，走巾跳，走高跳，五種競技と書き改
め，現存する北海道記録は，円盤投，砲丸投，走巾跳，走高跳，五種競技となっており，
道内私立大学での唯一の体育科として活躍 している。 実技の力と生活態度を高めることを
指導の方針とし，部に対する指導は各教官共かえfりのエネルギーを投入している。
学校体育と社会体育について問題の多い中で，本学での運動部は豊富な練習量と勤務時
聞を無視した熱心な指導者と施設に恵まれ，スポーツをする者， しようとする者にとって
は好条件のもとでの部活動ができる状態にある。しかしそれだけに学生にとっては束縛が
多く自由がないように感んずるようである。戸外には 300M トラッ クとソフ トボーyレ場，
校庭内は木々に固まれ敷地内も充分 トレーニングにふさわしい場とな りう るし， 1. 5 km先
万lとは原始林があり 2時間位のロー ドレースは充分でき，林聞をぬっての トレーニ ングに
適所として利用されており ，内外共に恵まれた環境にある。しかし，必らずし も学生自身
は毎日をたのしく有意義にすとしているとは限らない乙とは毎年本学入学後の生活が希望
通りかなえられているか否かの調査を している中によく表われていた。しかし今までは苦
しくとも 辛らくて もこうしている乙とが自分にと って試練の場であると考えていた学生が
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多かった。 2年前より 「乙んなに苦しいトレーニングをして伺になるのか。J 「もっとた
のしい生活を」とあまり有意義ではなく，部活動に拘束されていたとする学生が多くなっ
てきている。 寮生活でも人の迷惑など考えず道徳心に欠ける先輩に， 辛らく て退寮したい
という学生がふえたり，年度途中の進路変更による退学者が増したり ，入学生増加による
結果であろ うと も考えられるが， 我慢強さに欠け，わがままな甘えであるζ とが如実lとわ
かる例が多くなっている。目的意識があまり強く なく，全般的にのんびりとレクリェーシ
ョン的生活に懐がれ， その日ぐらしと ささ やかな目あてがあれば生活ができ，それでいて
不満の多い学生が多く 見受けられる。 不満を善処する方法が見つからないと退部，続いて
退学となる乙とが多いが，部活動を続けている学生は途中で部活動を止めることは自分に
負けたこ とになるという感んじをもっているようである。 従って途中で挫折感をも った者
は，退部しないかわりにマンネ リ化した状態で活動を続け， 気力のないあきらめ顔で練習
だけは参加するよ うになり，非常に覇気のない姿となったりする。しかしいずれにしても ，
2年間なんとかやり通した者は一様に止めないでやって来た乙とだけはよかったと述べて
いるところか ら，続けること だけでも大きな試練にもなるよう である。卒業後も学生時代
のスポーッを続けられる者は僅かである。 しかし，体を動かすことが好みであ るから他の
種目に変ったり， レク リェ ーシ ョンとして何か活動的な乙と に多く参加している様子であ
る。卒業後の就職については最近は教員を希望しでも採用がむずかしく， 809ちは一般商社
勤務である。僅かに体育館， アスレチ ックなどいわゆる社会体育の施設に勤務している者
もいるが，勤務条件はまだ充分な体制lとえfいのが実情である。
その 2 北海道女子短期大学陸上競技部の活動を通して
人は十人十色といわれるが，私達体育指導者も，また部活動Iζ集って来る学生も各人各
様である。 しかし，そ こに共通の目的をもって進むこ とにより 各人各様にも つ個性がし、か
ようにか変りうるわけである。 一般的にスポーッは，ノマーソナリテ ィの形成に大き な役割
をもっといわれているが，短大lと入学しスポーッを学習したいと考えている学生にどのよ
うな形でスポーッを与えていくかにより，結果に大きな違いが出てくるものと考えられる。
技術の追求，理論の追求，将来指導者となるこ とを考慮し，指導技術の追求，データー集
め研究をすすめるなど， スポーッ活動の目的それにからんで起る数々の方向がある。人聞
には得意・不得意もあり，個性もあり ，発達段階の相違もあり， 同一目的を もって進むに
あた って もその過程で様々な事態がおこり，なかなか同じぺースで進むこと ができ ない。
しかし目的に向って様々な型で一歩でも二歩でも それに近づ乙 うと努力して到達し，大き
な満足をもち生甲斐を感んずるのだという こともたいていの場合共通した感情であろうと
思う。従って，目的をもーつ者が集って何かを追い求めている生活を体験することから受け
る様々の事態を全て自分自身の心の中で処理できるように指導していく部活動でありたい
と考えている。 何があろうと行動を共にし，何があろうと練習に耐えぬき，脚や腰を痛め
授業を休んでも部活動だけは参加するなどの悲壮感，運動着はいつも同じで，スポ ツー パ
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ックも揃えるなどは団体種目のチームに多く みられるこ とであるが，個人種目であるとい
うことと個性の開発の大切な種目であると ころから，皆が似かよるような ζとはなるべく
さけたいと考え種々の場面で自由・ 自主を強調した。何故ならば，個性がなく なり，物事
に対して何んの疑問も感んじな くなり，皆と同じ乙 とをしていれば安心という考えになっ
たり，練習はただ皆についてやっていればよいと考え， 時間の過ぎることだけしか考えな
くなったり，目的をもって意欲をもやす気持がなく なったり することを怖れるからであっ
た。しかし，実際には互の心がまとまるようになると トレー ニングウ ェアーを揃えた りす
るようになる。しかし 3年位で途切れてしまい，やは り好みに合った ものにしたがるため
指導者の方からの指示はしない乙と にしている。長い伝統のある学校の部でも，制服同様
の扱いになっている ところもあったが， 製品やウ ェアーのデザイ ンの問題などで現代に合
わなくなり 最近は変ってきている。練習のすすめ方についても，個性を尊重したいと して，
ウォ ミー ングアップの段階では各自自由にやらせているが，怠ける者はとみに怠け者にな
り，ウォーミングアップは体をあたためるために行なうのだと指導されていても，時間ば
かりかけても楽な運動ばかりで汗も出ず，脈も 高まらない状態でウォーミングアップを終
ってしまう。スパイク をつける段階になってもそれほど息がはずんでいない。 時聞がかか
り，スケジュールは年々少なくなっているにもかかわらず，練習時間は多い。 また種々の
面で文句が多い。時聞がかかるのは走る聞の休息が長くなるためであり， 休息しすぎとな
り体がかた くなり調子の出万もわるく ，スピードものらず気分もの らないので効果も うす
くなるだろう。自由と自主を尊重する ことはその扱い方と限度が大変である。 指導者が陣
頭指揮をし先頭に立って一緒にやっていた時はその 「間」がうまくとれ，選手は高いもの
へと誘導され自然に力がついていくが， 自分lζ見合ったスピー ドと 「間」をもって トレー
ニングをしても 高まりが少ない。時間の割に質 も量も高いト レーニングを積むためにはリ
ーダーが必要である。 リー 夕、ー の誘導により活気が湧いてくる。筆者は現在自分自身は活
動せずに コー チをしているため「間」がうまくとれなし、。部員数は乙の10年間で最高の数
であ るが，練習場の雰囲気がなんとなく静かで活気に満ちた状態にな らない。指導者，の息
がはずんでいないのでどうしても聞のひさしても注意の必要を感んぜずにやってきたように
思う。この点については，指導者が実際に現場で共に活動するか，あるいは先輩のリ ー夕、
ーに従うかなど強くリードする者がいないと チームとしてのもり上りも気迫も生まれてこ
ないようである。リ ーダーがよい時はいろいろな面で問題が少ない。本年度はリーター格
になるにふさわしい全国大会入賞者が故障続きでほとんど練習せず， また上位になる選手
が度々故障を訴えたり，キャプテンの成績が伸び悩んだりなど中心となる者に力が集中し
なかったこ とが集団構造としてみのらぬ結果となったようである。部員相E聞は非常に仲
がよく闘争心は生まれない。そのため闘争性の申に育つ協力の精神は生まれて乙ない。一
年は非常に情熱をもって活動するが， 二年になると マンネリイじとな ったり ，あきらめの気
分が出たりして，情熱をもってやる者とそうでない者とに分かれがちである。本年度二年
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生はマンネリ化グループの人数が多く，一生懸命ひたすらに努力する者の数が少なかった
ために集団としての力が弱かったようである。以上のような指導過程を通し問題点を追求
してみると
( 1）リーダーの養成： 4年生大学と異なり学生聞に確かなリーダーとなる者が生まれにく
く， 2年目の中から相互推薦されて選ばれるのであるが，部活動を うまくまとめる人物が
出なければ非常に大きな相違が出てくる。同時に， リーダーの資質のみに頼らず， 成員が
リーダーを育てねばならない乙とも学ばせる必要がある。
(2）練習のはじめと終りの締めの必要：指導者は部活動のはじめと終りには必らずいなけ
ればならない。伺事もはじめと終りが肝心であるといわれるが，今日のめあてをはっき り
させ，終りには反省をさせ翌日へのファイ トをわかせるように終ることが必要であ る。 今
年は時間割の都合上， 練習のはじめに出られないことが多かった。連絡は全てキ ャプテン
に指示させるが， 伝達の仕方が悪いと学生間では誤解も 多くなったり徹底もしにく い乙と
がお ζる。また筆者が校外での会議や研究の打合わせなどで練習の終了時lといない乙とも
多かっ た。従って最後のしめく くりが成されず， 明日の予測なども話す乙とができずこん
なと乙ろよりマンネ リ化を招いたのかもしれない。 月一度位の部会ももっ 正数を多くし，
相互に密接な働きかけをする必要があったよ うである。
(3）陣頭指僚の必要性：指導者が一緒に練習を していた時が一番選手もよく伸び，よ くま
とまり，よく練習し態度もよかった。その乙とを考える時，陣頭指揮のできない時は リー
ダーを育てることである。前述の如く 2年制では リーダーは生まれにくいが，互にリーダ
ーを育てる必要を選手に考えさせ，一致団結してリーダーを立てて努力でき るよう なチー
ムワークを作らせるよ うにする ことが必要である。 また成員の人数によ り， 多い時はまと
まりにくい。今年度は26名で本学と しては多い万であるために，個性を尊重し， 練習のみ
ならず生活面での細かな指導が成されていた時と違って，それらの細かな指導まで手がま
わらなかった。今指導者が 2人とな り，手分けして乙の点は解決できそ うである。
(4）自主と自由のあり方 ：学生の理解力・ 運動能力を考えて も， 本学の学生についてはウ
ォーミン グア ップを自主的にすすめたり， 練習中の自由時聞を多く とったり， 練習の終了
時聞を決めたり する ことはあまり よい結果を生まないように思 う。物事を自主的lとすすめ
ることができ るのはある一定のレベルに到達した者であり， 意欲も あまり なくレベルも低
い場合は共に活動し，同じ活動を乙なす中で互に協力したり競い合い， 自己の目標を見つ
ける乙とである。そ して欲求不満をおこさぬように最後に自由時闘を与える方がよいだろ
う。制約の中の自由乙そ真の自由であることを感んじとらせる乙とであろう。
(5）プログラムの立て方 ：スケジュールについては今までのよう にプロ グラムを大き く変
えず， 単調なプログラムのく りかえしをやらせる必要がありそう だ。あ きやすく， 一つの
乙と をく りかえす乙と に耐えられな くな っている学生の多いことに気付いて考え出した変
化に富んだプログラム構成は，同じ運動のパターンのく りかえしにより覚える動き，ある
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いは精神面での苦しみに耐える心などを培わずにすぎてしまい，あきやすく，くりかえし
に耐えられず，同じことの繰りかえしをすると文句を云い，苦痛から逃れることばかり考
え理屈を云う甘えの心を育ててしまったように反省する。反骨精神はよい方向へ向けば大
きな飛躍を生む乙とができるが，間違った方向にすすめば苦労をのり乙えることができな
くとZってしまうだろう。理論にもとづいた反骨精神はよいが，自分の気持に合わないから
といって文句を云う態度はよく話合わないとしこりを残すことになる。反骨精神はおおい
にかつて話合う乙とである。
(7）研究心をつくる：日常生活の中にも研究材料はたくさんある。物事lと対する研究心を
おこす習慣を身につけることは一生涯勉強になるものを求めるようになるし，生甲斐を見
つける心を育てることになると考える。練習計画の作成，日誌をつける，目標を立てそれ
に向って進むためにはいかにしなければなら伝いかを考えさせるなど常に練習を合理的に
すすめるためのまわりの事態に目を向けさせる。疲労調査，尿検査，基礎体温の計測，心
拍数の変化をみる，調子と記録の変化をみる，歩巾の研究など多くの調査をさせ，物事Iζ
対処する心構えを学ばせる。
(8）目標のもち万：卒業後の就職については，教員採用 も少ないので会社を希望したり，
社会体育の施設を希望したり様々である。いずれにしても卒業後の健康管理もさる乙とな
がら半分位は競技生活を続け記録が更に向上していく ので，健康の保持増進のために 自分
に合った目標をもって練習をつんだり，また社会体育の指導者として，サークル活動もで
きるようになど運営的なことも卒業までには指導したいと考えている。練習においても，
将来の目標や学生時代の目標をはっきりさせ，それぞれの目標に向って努力を積み重ねて
いく乙と を指導目標にし， チャンピオンスポーツと大衆スポーッを同ーの場のもとに実施
すべく努力したい。スポーッをレクリェ ーション的に扱う事 も必要であろ う。
(9）部の伝統と仲間づくり・運動部は日常行動を共Iとして，しかも苦しい練習をとおして
非常に強い結びつきをもつものであり ，それだけに伝統として残り易い要素も多く ，上手
になる乙とを目的としての訓練の中に活動の場面では強いられる乙とが多くなり，強い者
は弱い者よ り上位意識をもち，当然命令的位置に属し，弱L、者は強い者lと無条件に従うよ
うな風習ができやすい。指導者の立場としては，いつも小さな態度も見逃さず把握し総合
的にとらえる必要がある。先輩崇拝の意識があまりに高まると，己の立場を忘れ自己反省
がなくなり 記録の向上につながらない乙とがある。後輩はこ うするものと教えられると疑
問ももたずそのようになりうる運動部の雰囲気は危険である。運動部の良さと同時に，非
民主的であり ，独特の風習や伝統的運動部の前近代的性格などといわれるが如く ，集団内
の社会関係はかなり 束縛されたものであり ，スポーツにより個の開発をするな ど考えられ
ないような隷属的関係の中でスポーツをしていることは多く耳にもしまた自に入る事実で
ある。果して乙のようにしなければスポーッ集団のまとまりは得られず，けじめもなくな
り礼儀作法 もくずれてしまうものであろうか。人格の相互尊重を基盤とした部の運営では
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チームワークはとれないものだろうか。民主的な仲間づくりとよい伝統の部を作りたいも
のである。
。。スポーッで学んだことの社会生活への転化：身体運動が積極的な人格陶冶の手段とな
る乙とは英国のパブリック・スクールをよき例とし，日本では戦前における武道を例とし
てよく話題になることであるが，英国ではスポーッは学業と同様に重要であり，学業は知
性を高め，スポーッは人格を培うといわれている。勝敗の喜びゃ無念よりも全力を出し切
った充実感をより強く求めようという考え方であるといわれる。日本では「スポーツは公
害といわれるまでに至った」といわれはじめている。健康産業といわれる施設の増大やス
ポーツウェア一等のスポーッ用品の種類の豊富きと流行によるはやりすたりにふりまわさ
れることなど，スポーッにまつわるものが意外に多い。また一方では学生スポーツの弊害
といわれるが，青春の大事な自己形成の基礎づくりの段階であり，人生における最も貴重
な時代に学業を捨てて勝利第一主義のスポーッ一点ばりではスポーツによる人間形成など
絵に書いた花のようなものである。勝利第一主義のスポーッから人格陶冶のスポーッに大
きく脱皮をはかることであるといわれるように常に勝たねばならぬ悲壮感の中の「執着心」
と自己をみがきあげようとする目的に向って努力を重ねる中の「執着心jでは精神的な深
みが異なり，勝敗を乙えたその奥にある伺かを求めようとする心とは大きな相違があるよ
うに考える。スポーツ lとより闘志，根性，忍耐力，服従，協力等のモラリティーを身につ
けることができるといわれるが，スポーッ集団の中であるいはスポーッの場面だけでのモ
ラリティーがあることも考えておかねばならない。スポーッの場で得たモラリティーは必
らずしも社会の機構の中で通用しないものがある。学生時代のスポーツ活動を終え，一般
社会のスポーツのない生活に入った時，社会人として社会の中で働けなかったり，スポー
ツマンのお人好しを純粋のあまりに他人に利用されたり，オリンピック選手の交通事故や
プロ選手の不祥事などを耳にする度K，スポーッの場で学んだことは必らずしも人聞とし
ての実践原理と結びつかない行動もあり，その切り変えや置きかえて考える乙とが必要で
切り変えのできないものの不幸を感んずるのである。スポーッにおける苦しい試練を通し
て，先の見透しをもっ乙と，広い視野lと立って自分を見つめ，己を知った上で自分が伺を
成さねばならなし、かをいつも学んでいるはずである。そのことを社会の活動場面におきか
えて考える切り変えの能力も培わせるべく日常の指導が大切であると考える。
E ま と め
学校体育のスポーッ教材で，果して各学習場面を通し，公正，協同，責任など社会生活
に必要な事柄を目標どおりに身につけさせることができているか否か，或は他の目標も果
して達せられているか否かを考える時，スポーツを再確認し，スポーッ学習の場面分析を
し，その中で学びうるものを確認する必要があると考えた。また，陸上競技部の指導を通
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し，卒業生のアンケートなども考え合わせ，課外活動の中のスポーッ教育を検討し，最近
の学生の特徴をとらえた上で伺を大きな指導目標としたらよいかを考えねばならとよい乙と
を感んじた。本学陸上競技部は，全国優勝や入賞などの実績や部員も10年聞を通し99名と
なり， OG組織も生まれ大きな力lζ育っている。南部忠平氏を部長にお迎え し毎月指導を
受け，織田幹雄氏には毎年集中講義と実技指導を受け，非常lζ恵まれた成長をしてき てい
る。卒業生がその後部生活を通し何を学んだと現在考えているかを知りたくてアンケート
を出した。やはり学生時代lζ学んだ部生活での収穫は大きいようであるし，スポーツは人
生の縮図であるといわれるように，卒業後の人生に大きく プラスとなっている乙とは筆者
同様であった。部生活を通し何事もプラスになるとは限らず，その後の個人の社会生活へ
の適応によりその能力発揮は異なるであろう が，学生時代の経験がよい方向lこ向いている
ことは今後の指導に自信を与えてくれるものだった。そ こでスポーッそのものの性格を深
く考えなおし，部活動におけるスポーッで教育されると思われるものについて検討し，本
学陸上競技部の現状をかえりみ問題点をとり出し検討し，今後の指導に役立てたいと考え
た。一般的にがんばる子が少ないといわれるが， レクリ ェーショ ン的で目的意識が低い，
すぐ利益や結果を求める ，創意工夫をもたない，あきやすく反復運動をきら いすぐ裏付け
理論と結果（効果 ）を求めるなどの特徴があ るが，最近の指導上で感んずることは，①練
習量がへって来た。＠怪我が多い。①部活動を休む（理由は別として ）。④練習中も意欲
を持って行なわずスケジュールをたfごこなす感んじである。①目的意識が弱い。など今ま
で見られなかった事態を経験する。全般的l乙集中してやる気を起こすことに欠けるようで
ある。創意工夫に欠け，：意欲をもやす乙とが少ない。しかし，興味をもつものにはかなり
の意欲をもやすとこ ろから興味づけに力を入れねばならなL九ゲーム的に練習を考えたり ，
レク リェーシ ョン活動もとり入れたりするがそれは一時的な ものとなり，それにより 活動
に対する意欲がわくわけでもなL、。よい面では①部員聞の仲がよ い。（この ζ とが仲間意
識を高め，部の高揚lとつながるというようなことにはならない。 ）②EK認め合う意識が
つよ い。 （高い次元を求めるものではなく，現状での認め合いであ る。 ）③部としてまと
まろうと いう意識は強い。 （仲間意識は強く 仲はよし、。 ）などあるが，競争がないため，
競争の中に芽生える協同の精神にはつながらない。 EI乙しのぎをけずった中で自己をみが
き，自己をみつめると共に切礎琢磨して互に高い次元での励げまし合い認め合いが成き
れずに終ってしまう傾向にある。相互に認め合う乙 とは大切だが， そのために目標もあ
まり高くなく適当なところで納得してしまう傾向がつよ い。 また，部としてのまとま りを
よくしようとするところから平均化してしまい能力ある者が更に飛躍し伸びていく 乙とが
できず終ってしまう傾向に もなり そうだ。好き で競技生活を続けたく て来ていた選手には
意欲を高め指導は必要なかったが， 最近は意欲をも って練習に向う乙との必要性などから
指導しなければならない。記録向上の トレーニングより気力向上のト レーニングを先にす
すめねばならないな ど過去の指導方針のままではすすめないような気がしている。現在主
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として放課後をその練習時聞にあてて来ているが過去 8年位放課になる時聞が遅く 4時50
分頃より練習が始まり，グランド整備まで終了すると 8時すぎであった。そんな中でもま
じめによく練習して来た。当然記録も向上するので，本学へ入学すれば記録がよく伸びる
という社会の評価もあり，特別世間一般で行な う選手勧誘などはしない。人にすすめられ
て来る場合は目的意識が弱く，スポーツできる乙とで自信過剰となったり，劣等意識を も
っ乙とが少ないというスポーツマン的性格のあることを考えると特別伝意識をもたせるこ
とはいけないと考えるからである。従って，陸上競技部への入部勧誘は学生相E間で入学
後成される程度である。たいていの場合は，教師になりたい乙とと陸上競技を続けたいと
いう希望で入学しており，好きで入部してくる乙 とは確かである。 昨年より施設の拡充で
時間割が組みやすくなり放課の時聞が早くなったので練習は 3時以降より始まり ，帰宅時
間も早くとfり以前より余裕ができた。更に午前中に練習できる日が 2日あり，その日は3
時以降lとは帰宅でき るわけである。他の運動部は全員揃うのを待っ て練習をするので完全
に放課になってからとなる。陸上競技部は 1年生と 2年生の空時聞が違ったり，放課の時
聞がずれたりすると別々に練習をさせる。しかしこのことにより， 練習 も単なる一日の仕
事あるいは授業の一つ程度の考えとなり ，しかもかなりのエネルギーを費やすので一日の
うちではウエイ トのある仕事とむり，乙れを早くすませてしまおう と考えるようになって
しまった。また午前中にやる場合は後lζ授業があ るのでその時聞に合う ようにする とい う
感覚になってしまった。従って調子が乗っていてもそのまま続けたくても止めねばならな
いζ とも起りうる。その ζとから必らず終りの時聞を気lとするようになり，毎日の練習で
は「今日は何時までで終る」ということを決めてやるようにとfった。時計を見ながら先lと
終っ た者はただ時間つぶしをしているなど覇気のない状態である。 一応時聞が過ぎても調
子のよい人はや ってもよい ζ とになっているが残ってやる者はなL、。計画表を立てて も，
時聞を気にしてのんびりやるので消化せずに終ったりする為，計画をことfさなくても時聞
がとよかったといって気にしないようになってしま ったようだ。よい指導者よい施設のある
とζろより ，指導者もなく グラン ドもないよ うとfと乙ろに強い選手が育つことをよく 聞く
が，あまりにも 恵まれること によりよく ない状態が起乙り つつあると感んじている。放課
となるのが遅かった時はむさぼるようによく練習を していた。運動部におけるスポーツ活
動は余暇活動であり， 一日の仕事を終えてから仕事内容と全く違った，また一般社会とは
違っ た要素場面で，いわば非現実的世界で種々の活動を通して自己開発していくものであ
る。それらの反省を含んで今後は個性の尊重を しぼがらもリ ーダーを中心lζ高い目標を持
ち（ 記録の目標を高くというばかり でなく ，将来を見透しての目標 ），よくま とまり，切
石差琢磨する中で真の協力の精神を学び，よい部の伝統づくりと社会生活へのよい転化の道
すじを考えて， 話し合いの機会を度々設け，志気の高揚をはかりながら， 個々の能力開発
をすすめる ことに力を入れたL、。教員 ・社会体育指導者 ・会社員などの将来の進路や， 卒
業後も競技生活を続けるか否かの可能性なども加味した上でチャンピオンスポーツと大衆
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スポーッ的考えのクソレープ分けをし，それぞれの目的に向って研究をすすめる意欲態度の
中にトレーニングをすすめるべく指導が必要であろう。部生活では確かに多くの事を学ぶ
であろうし，仲間意識も強くなるが，あくまでも個人の能力開発の上の仲間意識と協力の
精神を身につけさせる必要があろう。部の練習形態の中か ら多くの事が解決さ れるよ うに
思われるので，今後は指導方針， トレーニング手段と万法の検討をし，なお一層高い次元
での自己との闘いを通しよい人絡間治が成されるようにすすみたいと考える。
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